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I 問題 と目的

幼児期の 偏食は様々な要因が絡み合 っ て生じると考えられ

て い るが
,
そ の 中で も食事に関するしつ けの影響が大きい と

思われる｡ 子 どもの 中に は, 気質的に新しい刺激を回避する

傾向を持 つ もの が い るの で ( 菅原, 1 9 9 6) , 新 し い 食物に な

じみやす い子どもと そう で な い子どもが い る ことは確か であ

る｡ しか しい わ ゆる神経質な気質を持 つ子どもで も, 保護者

の養育態度によ っ て は , 回避的な傾向がかなり改善される
こ

とも指摘され て い る ( 三宅, 1 9 9 1) ｡ したが っ て , 幼児期
の

食事の しつ けを工夫する こと で , 偏食を予防したり改善した

りす る ことが可能であると考えられる ｡ 小林 ( 1 9 9 5) は ,

保育園に お い て偏食
･ 小食などの問題を持 つ子どもの家庭環

境や生活習慣の調査を行い , 次の 2 点を報告して い るo す な

わち食事の問題を持 つ 子ども の家庭で は, ①家族揃
っ て朝食

を食 べ る こ とが少な い , ②朝食の開始時刻が遅く朝食
にかか

る時間も長い , と い う傾向が見られた ｡ た だ し, 夕食
に 関

して は食事に問題を持 つ子どもとそう で な い子どもの間 に大

きな違い は見られなか っ た｡

小林 (1 9 9 5) の 調査 で は, 食事中に 家族が子 ども
に ど の

よう に接す るか に つ い て は報告されて い な い が, 食事の問題

と朝食の習慣との関連性に つ い て は次 の よう に解釈すること

が で きる ｡ すなわち, 小食や偏食の子ども の場合に はどうし

て も食 べ る時間が長くかかる｡ さ ら に , 食事を開始する時刻

そ の ものが遅けれ ば, 食事 の間中子どもは急き立て られなが

ら食 べ る こ とに なる｡ また, 食事を開始する時刻が遅
いため

に他の家族は食事を既に済ませ て い たり. 出勤
･ 登校をし て

い て , 子 どもだけで食事をする ことが多くなる｡ したが っ て ,

食事が楽しい団らん の場に はならずに . 急かされたり叱られ

たりす る場に な っ て い るもの と考えられる ｡ 摂食行動に罰が

随伴するような こう した家庭環境下で は, 本来は生理的欲求

学習によ っ て抑制されるよう に なるに起因する摂食行動も,

で あ ろう｡ ま た, 子 どもが偏食を示したときにそれを容認す

る こと
,
す なわち好きなもの ばかり食 べ さ せ る こ と は偏食を

強化して しまう こと に なる ｡ あ る い は食 べ ない こ とを注意 し

たとき に子どもが ぐず っ たり抵抗したりすると, 親 は無理 に

食 べ させる ことをあきらめて しまうかも知れな い ○ こ う した

対応をすると , 子 どもはぐず っ て抵抗すれば好きなも のが食

べ られる ことを学習する の で , 苦手な食 べ物を拒否する行動

が強化され て しまう｡ した が っ て , 摂食行動に罰を与えたり,

偏食行動を線化す る ことが食事の問題を引き起こす家庭環境

で あると考えられる ｡ 換言すれば, 食事場面にお ける嫌悪刺

激を低減し, 食行動が賞賛されるような状況で あれば摂食行

動は増加す るも の と考えられる ｡

本研究で は第
- の 目的として , 偏食の原因が家庭で の食事

の し つ けにある ことを立証するため に調査を行う ｡ 本研究に

おける仮説は次の通りで ある｡ すなわち偏食の多い子ども
の

家庭で は, 苦手な食 べ物を小さく切 っ た り調理法を工夫する

こと ( 嫌悪刺激の低減) や ,
食 べ る こ と を は め たり励 ます

こと ( 正 の強化を随伴させ る) と い っ た し つ けがあまり見ら

れな いも のと予想される ｡ な お本研究で は気質の調査も同時

に行い , 偏食 の原因が気質的な敏感さにあ るかどうか も検証

す る｡ ま た, 第 二 の目的として子ども の嫌 い な食物がいく つ

か の タイプ に分類で きるの で はな いか, と い う問題を検討す

る ｡ 偏食の程度を測定する際に , 単に偏食がち で あるかそう

で な いかと い っ た評定を求め るの で はなく , 具体的に ど の よ

うな食物が嫌い かを調査し, 嫌 い な食物の類似性を探 るo

Ⅱ 方 法

被験者 富山県中部の公立幼稚園 ･ 私立幼稚園各 1 園 に在籍

する園児計29 2 名 ｡

手続き 幼稚園の担任を通 じて保護者に質問紙を配布し, 回

答してもら っ た｡ 質問紙は6 6 品目の食物に つ い て の被験者の
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好き嫌いと, 家族構成や生活習慣 , 子 ども の性格. し つ け

などを問う項目からなる ｡ 質問紙の詳しい 内容は以下の通 り

である ｡

(1) 食品 の好き嫌い

取り上げた食品は, 卵 ･ 乳製品 4 品目, 魚介類1 2 品 目 ,

肉類 4 品目, 豆類 ･ 豆製品 6 品目, 野菜類21 品目 , 芋類 4

品目, 果物類1 0 品目, 穀物頬 5 品目 の 合計6 6 品目 で ある ｡

調査した食品をT a bl e l に 示す｡ こ れ ら の 食品の中から ,

全く食 べ られな い もの , あ まり好き で は な い が こ とばかけを

すれば何とか食 べ られるもの , 食 べ た こ と の ない もの を選ん

で もら っ た｡ 食品に対する嫌悪感やなじみ の薄さ (親近感の

低さ) を算出す るため に , 全 く食 べ られな い食品を 3 点 ,

あま り好き でな い食品を 2 点, 全く食 べ た こと の な い食品を

1 点, そ れ以外の食品を 0 点として得点化した ｡

T a b l e l 調査した食品のリ ス ト

( 卵 ･ 乳製品) 卯 年乳 ヨ ー グ ル ト チ ー ズ

( 魚介類 ･ 肉類) ま ぐろ エ ビ シ シ ャ モ シ ジ ミ い か

鮭 タ コ サ ン マ い わ し い くら

カキ う に 牛肉 豚肉 鶏肉 レ バ ー

( 豆 ･ 豆 製品) 大豆 小豆 凍り豆腐 豆腐 納豆 ゆば

(野菜類 ･ 芋類) パ セ リ 人参 ブ ロ ッ コ リ
ー か ぼ ち ゃ

は うれ ん草 オ ク ラ 春菊 ピ
- マ ン

ト マ ト グリ ー ン ピ ー

ス に ら ごぼう

キ ャ ベ ツ 玉葱 とうもろ こし 大根

セ ロ リ き ゅ うり レ タ ス 白菜 ね ぎ

山芋 里芋 ジ ャ ガ芋 さ つ ま い も

( く だも の)

(穀物)

り ん ご バ ナ ナ ぶ ど う い ち ご

パ イ ナ ッ プ ル 柿 みかん びわ

すい か グ レ ー プ フ ル ー

ツ

ご飯 赤飯 ラ
ー

メ ン う ど ん そ ば

(2)生活 に関する項目

生活習慣とし て , 起床時刻 ･ 朝食の摂取 ･ おや つ と し て よ

く与え る食品などを選択肢法に より回答して もら っ た｡ また ,

子 ども の性格やし っ けに つ い て は , 神経質かどうか, 家族 の

団らん があるかどうか, 野菜作りや料理など食品にかかわ る

経験があるかどうか , 甘やかす傾向があるかなどに つ い て ,

よく当て はまる ( 5 点) - 全く 当て は まらな い ( 1 点) の

5 件法 で回答して もら っ た｡ 本研究で は これらの項目のうち,

子 どもの性格 ( 気質) と し つ け に関する項目を使用す る ｡

本研究で使用 した項目をT a b l e 2 に 示す ｡

T a b l e
′
2 性格とし っ けの調査項目

1
. 食 べ る こ と は好きである

2
. どち らかと い うと神経質である

3 . 少人数で静か に遊 ぶ の が好きである

4
. 体力もあまりなく, 風邪等で幼稚園をよく休む

5
. 味覚が非常に敏感で ある

6
. 初めて の食物に対し て , 積極的に食 べ ようとする

7
. 外よりも家の 中で遊ぶ こと の方が多い

8
. 朝食は, 家族全員でとる ことが多い

9
. 夕食は, 家族全員でとる ことが多い

10
. テ レ ビ を見ながら食事をする ことが多い

ll
. 近所 に 思 い っ き り遊 べ る場所がある

12
. 近所 に仲の良い友達が い る

13
. 家で何種頬かの野菜を作 っ て い る

14
. お母 さん の食事作りをよく手伝う

15
. お母 さん と 一 緒に よくおや つ を っ くる

16
. 子 どもが ｢欲し い｣ と い っ た も の は. ほ と ん ど買 っ て

あ げて い る

1 7 . 祖父母は, 子 ども に対し て どち らか と い うと甘い方だ

と思う

18 . 子 どもが嫌い な料理 は, 出さな い よ う に して い る

1 9 . 嫌 い な も の は, 少 し で も食 べ られ るよう に ほ め た り,

励 ましたりし て い る

2 0 . 嫌 い な も の が克服で きるよう に 細か く したり, 好 き な

も の に入れたりと工夫して い る

21 . テ レ ビ は
. 番組や時間を決めて見せ て い る

2 2 . 虫歯が原因で食 べ たが らな い こ とがよくある

Ⅲ 結 果

統計処理の手順に つ い て

食品に対する好き嫌いと生活習慣やし つ けと の関連性を明

らか にするために , 分析は次の ような手順で行われた ｡ まず

食品の晴好の パ タ ー ン を類型化する ため に , 各食品の好き嫌

い の 得点を縮約する主成分分析を行い, 主成分得点に基づ い

て被験者の ク ラ ス タ
ー

分析を行 っ た｡ こ う し て被験者の食品

の時好 パ タ
ー

ン を い く つ か の タ イ プに分類した ｡ 次 に生活習

慣やし つ けに関する項目の因子分析を行 っ た｡ 最後に , 各 ク

ラ ス ク
ー ごと に食品の噂好や生活習慣 ･ し つ けがど の よう に

異な っ て い る の かを調 べ る ため に多変量分散分析を実施した｡

以下に分析の詳細な経過を述 べ る ｡

(1) 食品 の好き嫌い に つ い て の主成分分析

まず固有値 1 の基準で主成分の抽出を行 っ た と こ ろ2 2 成分

が抽出されたが, これ で は主成分の数が多すぎて 1 食品で 1

成分となるケ
ー ス が多く見られた｡ 次 に 固有値を1 .5 の 規準

で抽出したと ころ10 の主成分が得られたが, これ で は成分数

が少なくなり, 負荷した食品項目から主成分の 内容を十分に

解釈する ことで きなか っ た｡ そ こ で抽出す る主成分の数を2 2

か ら1 0 の 間で様々 に変え て主成分の抽出を行い , v a ri m a x 回

転を実施したと ころ, 1 2 成分 で最も解釈しやすい食品項目の

負荷が得られた の で こ れを採用した ｡ 食品 の主成分負荷量を

T a b l e 3 に 示す｡ T a b l e 3 に み られ る よう に , 第 1 主成分

は豆類やカ ボ チ ャ , ゴ ボ ウ な どが負荷した の で , ｢ ホ ク ホ
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幼児の 偏食とし つ けの関連性に つ い て

T a b l e 3 嫌 い な食物の主成分負荷量 ( v a ri m a x 回転後)

( 第 1 主成分) ( 第 2 主成分) ( 第 3 主成分)

小豆 .6 9 4 レ タ ス .7 34 豚肉

かぼち ゃ .6 4 2 キ ャ ベ ツ .6 7 1 牛肉

さ つ ま芋 .6 1 8 ブ ロ ッ コ リ ー

. 61 1 鶏肉

大豆 .5 7 5 き ゅ うり . 5 6 2 鮭

ト ウ モ ロ コ シ .5 5 0 ホ ウ レ ン 草 .
4 9 1 マ グロ

グリ ー ン ピ ー ス .3 4 0 白菜 ,
4 0 6

( 第4 主成分) ( 第5 主成分) ( 第 6 主成分)

.
8 3 9 春菊 .6 7 1

.8 1 9 パ セ リ .6 5 2

.7 8 0 セ ロ リ .6 2 9

,4 8 4 オ ク ラ .5 4 4

.4 5 8 ピ
ー マ ン

.4 8 9

に ら .4 6 8

い ち ご .7 1 2 え び

パ イ ナ ッ プ ル .5 8 8 シ ジ ミ

すいか .5 2 6 い か

グレ ー プフル ー ツ .4 89 タ コ

.4 2 7

.3 3 0

2

ー

2

2

2

ー

9

5

8

7

6

4

ごぼう .3 3 0 ト マ ト .
3 8 4
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(第 7 主成分) ( 第 8 主成分) ( 第 9 主成分) ( 第10 主成分) ( 第11 主成分) ( 第12 主成分)

山芋 .6 35 チ
ー ズ .5 83 うに

里芋 .
6 1 5 ヨ

ー グ ル ト .5 2 8 牡輝

ジ ャ ガ芋 .4 0 4 牛乳 .5 1 2 イ ク ラ

凍り豆腐 . 3 9 1 豆 腐 A 42 レ バ ー

ね ぎ . 31 6 バ ナ ナ .4 3 4

.
5 8 8 い わ し .8 5 5 そば .61 6 人参

.
5 8 7 さん ま .8 05 納豆 .5 4 8 玉 ネギ

.4 4 8 シ シ ャ モ . 3 28 赤飯 .
5 4 6 大根

. 36 6 ゆ ば .
3 5 0 び わ

ク した食感 ･ 繊維質の食品｣ と考えられ る ｡ 同様 に して .

第 2 主成分は ｢ サ ラ ダ に使われる野菜｣ , 第 3 主成分は ｢肉
･

赤身 の魚｣ , 第 4 主成分は ｢苦みと臭い の 強 い野菜類｣ , 罪

5 主成分は ｢ 果物と卵｣ , 第 6 主成分は ｢歯 ごたえ の ある

魚介類｣ , 第 7 主成分は ｢芋類
･ ネ ギ｣ , 第 8 主成分は ｢柔

らか ･ ね っ と り とした食感の食品｣ , 第 9 主成分は ｢ 生臭い

魚介類
･ 肉｣ , 第10 主成分は ｢背 の肯 い 魚｣ , 第1 1 主 成分 は

｢ 穀類｣ , 第1 2 主成分は ｢ く せ の な い野菜と びわ｣ と命名さ

れた ｡ 1 2 成分 で の 累積寄与率は48 .
8 % で あ っ た ｡

(2) 主成分得点に基づ い たク ラ ス タ
ー 分析

1 2 の 主成分得点に基づ いた ク ラ ス タ
ー

分析を用 い て被験者

の類型化を行 っ た と こ ろ, 類似度デ
ー タが多すぎるため に十

分な類型化を行う ことが できなか っ た｡ そ こ で1 2 の 主成分得

点を用い てさ らに もう
一

度固有値 1 の規準で主成分分析を行

い
,
v a ri m a x 回転 を実施 したと ころ, 5 つ の 主成分が抽出さ

れ た｡ こ の 5 つ の 主成分得点に基づ い て Q モ
ー ド ク ラ ス タ ー

分析を実施した ｡ 主成分得点の 相関係数を類似度に用 い ,

c e n t r o i d 法で ク ラ ス タ
ー の 合成を行 っ た｡ 様々 な ク ラ ス タ

ー

数 で分類を試み た結果, 9 ク ラ ス タ
ー に 分類す ると最も解釈

が容易であると判断された の で , 9 ク ラ ス タ
ー を採用した ｡

(3) 家庭で の生活習慣
･ 養育態度の田子分析

主因子法 ･ 固有値 1 の規準で因子の抽出を行い v a ri m a x 回

転を実施したと こ ろ1 2 因子が得られ たが, 1 つ の 因子 に負荷

す る項目数が少なくなり. それ ぞれの因子があまり意味を持

たなくなるため, 因子数を徐々 に減らして いき, 7 因子で解

釈が容易に な っ た の で 7 Eq 子 を採用 した ｡ T a b l e 4 に 因子

分析の結果を示す ｡ 第 1 因子は食事やおや つ , 野菜を作るな

ど の項目が負荷した の で ｢ 食事や食品に対す る親しみ｣ と命

名された｡ 同様 に第 2 因子は ｢好 き嫌い へ の 工夫｣ , 第 3

因子は ｢社交性｣ , 第 4 因子は ｢ 神経質傾向｣ , 第 5 因子

は ｢ 食事中の テ レ ビの 扱い｣ , 第 6 因子は ｢ 食事 へ の積極

性｣ , 第7 因子 は ｢ 甘やか し｣ と命名された｡

ー

9

4

6

ー

6

ー

9

6

4

4

3

T a b l e 4 し つ け ･ 性格 の因子負荷量 ( v a ri m a x 回転後)

( 第 1 因子 : 食事や食品に対す る親しみ)

Q 3 1 お母さ ん の食事作りをよく手伝う

Q 3 2 串母さ ん と
一

緒 に よくおや つ を作る

Q 2 6 夕食は, 家族全員で とる ことが多い

Q 3 0 家で何種類かの野菜を作 っ て い る

(第 2 因子 : 好 き嫌 い へ の 工夫)

Q 37 嫌 い なもの が克服で きるよう に細かくしたり ,

好きなもの に入れたり と工夫して い る

Q 36 嫌 い なも の は. 少 し で も食 べ られるよう に

は めたり励ましたりし て い る

( 第 3 巨∃子 : 社交性)

Q 2 8 近所に思い っ きり遊 べ る場所がある

Q 2 9 近所に仲の よ い友達が いる

Q 24 外 よりも家の中で遊ぶ こと の方が多い

(第4 因子 : 神経質傾向)

Q 20 少人数で静か に遊 ぶ の が好きで ある

Q 19 どち らかと いうと神経質で ある

(第 5 因子 : 食事中の テ レ ビ の扱 い)

Q 2 7 テ レ ビを見なが ら食事をする ことが多い

Q 38 テ レ ビ は, 時間や番組を決めて見せ て い る

Q 25 朝食は家族全員でと る こ とが多い

5

6

ー

3

5

2

7

6

8

7

2

ー

.6 2 5

.
5 8 6

- .3 4 8

.6 8 8

.
4 3 5

- . 6 3 0

.
5 6 0

.3 4 9

( 第6 因子 : 食事 へ の積極性)

Q 23 初 めて の食物に対して , 積極的に食 べ ようとする ･5 5 4

Q 1 8 食 べ る こ とは好きである ･5 2 7

Q 2 1 体力もあまりなく, 風邪などで幼稚園をよく休む - .2 24

( 第7 因子 : 甘やか し)

Q 33 子 どもが ｢欲しい｣ とい っ たも の は, は とんど . 5 2 5

買 っ て あげて い る

Q 35 子 どもが嫌いな料理 は, 出さな いように して い る .4 2 8

Q 34 祖父母は, 子 どもに対し て甘い方だと思う .3 1 7

- 5 5 -



Q 2 2 味覚が非常に敏感で ある .
㌘7

Q 3 9 虫歯が原因で食 べ たがらな い こ とが よくある . 26 5

(4) g クラ ス タ ー に 対する多変圭分散分析

9 つ の ク ラ ス タ ー に分類された被験者がどの ような食品の

噂好を持 っ て い るか, ま た ど の ような生活習慣 ･ し つ け を有

して い るかを検討するため に , 9 ク ラ ス タ
ー

を独立変数とし,

食品噂好に関する12 個 の主成分得点と生活習慣 ･ し つ け に関

する 7 個の因子得点をそ れぞれ従属変数とする多変量分散分

析を実施した｡

食品 の好き嫌い に関して は A - .0 4 9
,
F ( 9 6 . 0 0

,
1 8 4 2 .5 6 ) -

1 0 .8 6 4 ( p < .0 0 1) の 多変量主効果が得られた ｡ 個別変量に 関

して は第 2 ･ 3 ･ 5 因子で 1 % 水準の主効果が得られ, そ れ

以外の因子で は0 .1 % 水準 の主効果が得られた ことから, 全 て

の食品種に つ い て ク ラ ス タ
ー

間で噂好に違い がある ことが示

された ｡ ク ラ ス タ
ー ごと の12 の主成分得点の平均値をFig .1 に

示す｡ ま た, 家庭 で の 生活習慣や し つ け に関 し て は A
-

.7 4 2
,
F ( 5 6 .0 0

,
1 3 9 4 .6 8) - 1

.
4 2 0 ( p < .

0 5) の 多変量主効果が

得られた ｡ 個別変量に関して は第 2 因子の み 5 % 水準 の 主効

果が得られた｡ ま た第 4 因子に つ い て は主効果が有意傾向と

な っ た｡ したが っ て , 多変塁主効果が得られた の は こ の 2 因

子 に よるものと考えられる｡ ク ラ ス タ
ー ごと の 2 つ の 因子得

点の平均値をFig .2 に示す ｡

好き嫌 いと しつ け に つ い て

Fi g .1 か ら それぞれ の ク ラ ス タ ー

の 嫌 い な食物の 傾向を見

ると
, 第 3 ク ラ ス タ

ー

で は背の肯 い魚, 第 7 ク ラ ス タ
ー

で は

そ れ以外の魚介類, ク ラ ス タ
ー

8 で は生臭い 肉 ･ 魚 , 第 9 ク

ラ ス タ
ー

で は芋類 ･ ネ ギの主成分得点が顕著に 高い こ とが分

か っ た ｡ し たが っ て , 生臭い魚介類 ･ 肉類が特に嫌われ る食

品の代表であると いえる｡ それ以外の ク ラ ス タ
-

で は, 嫌 い

な食品の主成分得点が 1 を超えて い るも の はなか っ た ｡ し た

耶ホクホク
･

蘇推質 田内 ･ 赤身魚

臼サラダ系の 野菜 E] 苦みのある野菜

主
成

其
占
仙

の
平

譲

E 果物
.

卵

L] 魚介類

が っ て . 第 3 , 第 7 , 第 8 , 第 9 ク ラ ス タ ー の 被験者は特に

嫌いな食物があると いえる｡

嫌 い な食物が顕著なク ラ ス タ
ー

の し つ けと性格をみると ,

F i g .2 か ら こ の 4 つ の ク ラ ス タ
ー

に 共通 して見られる特徴は,

好き嫌い に対する工夫の因子得点が低い とい う こと で あ る｡

他の ク ラ ス タ
ー

で は
, 嫌 い な食物に対する工夫 (細かくすろ ･

好きな食 べ物 に混ぜる, ほ め たり励ましたりす る) の因子得

点は 0 か正で ある の に対して , 嫌 い な食物の あ る 4 つ の ク ラ

ス タ ー

で は いずれも負に な っ て い る｡ 神経質な傾向の強い第

2
, 第 4 ク ラ ス タ

ー

で は は っ き りと嫌いな食物はな い の に対

して
,
む し ろ神経質で はな い第3 , 第8 ク ラ ス タ

ー

に は嫌 い

な食物があ る ｡ した が っ て , 気質的に敏感で 神経質な性格だ

から嫌いな食物があるの で はなく , 子 どもがある食品を嫌が っ

た と きに そ れを食 べ るため の工夫をして い るか どうかと い う

点に違いが見られると いえる｡

Ⅳ 考 察

本研究で は, 子 どもの好き嫌い の特徴を明らか に す るた め

に
, 様々 な食品に対する嫌悪感 ･ な じみ の薄さと いう得点を

用 い て好き嫌い の パ タ
ー

ン 化を試みた ｡ そ の結果, 本研究で

使用した食品に関して い えば, 子 どもが嫌う食物は大きく1 2

種類に分類でき, 魚介類 ･ 肉類 の生臭さが嫌われ て い る こ と

が明らか に な っ た｡ 臭い の強い肯 い野菜に 関して は,
一

般 に

い われ て い る ほ ど に嫌われ て はい なか っ た｡ も ち ろん こ うし

た野菜を嫌う子どもは確か に い るが, 嫌われる食品の代表は

や はり魚介類で あると いえ よう ｡

それぞれ の食品群を嫌う程度に よ っ て子どもを分類した結

果, 嫌い な食物が は っ き りして い る子ども の家庭で は, 好 き

嫌 いをなくすための工夫をはと ん どして い な い こ とが明らか

に な っ た｡ こ れ に対して , 子 ども の性格的な問題 は好き嫌い

に影響を及ぼして い な い こ とが分か っ た ｡ つ ま り , 乳幼児期

冠芋類･ ネギ 国生臭い肉 ･ 魚 冒 穀物 ･

豆製品

員 ね っ とりした食感 国背の青い魚 臨くせのない野菜･ びわ

CL2 CL3 CL4 CL5 CL6 CL7

F ig . 1 各クラスタ ー の好き嫌いの特敬

一

56
-



幼児の 偏食とし つ けの 関連性 に つ い て

旺阻工夫 臣那喉萱質

因
子
得
点
の
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均
値
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Fig . 2 各クラス タ
- の しつ け ･ 性格

に神経質な気質を持 っ て い た子どもたち には顕著な好き嫌い

が見られなか っ た｡ 特に第 4 ク ラ ス タ
ー の 家庭 で は, 子 ども

が神経質な傾向を持 っ て い るためだと思われるが, 好 き嫌 い

をなくすための工夫をよくして い る の で , 生 臭 い 肉 ･ 魚 がや

や苦手な傾向はあるが, それ はどひ ど い好き嫌い はみ られな

い ｡ したが っ て t 本研究の結果から見る限り で は, 好 き嫌 い

の主な原因は食事の際の工夫 ･ 配慮が十分で な い こ と に よる

と いう仮説が支持された｡ 苦手な食品を小さく切 っ た り , 好

きな食品に混ぜたり, 調理法を工夫すること に よ っ て嫌悪刺

激の程度を弱めたり. 食 べ た こ とをはめたり励ま したりし て

強化すること に よ っ て , 好き嫌 いはかなり改善できると い え

よう｡
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